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【１】事業内容 
(1) 事業名 

令和 5 年度中南米日系農業者等との連携強化・ビジネス創出委託事業 

 
(2) 事業目的 

（１）中南米には約 230 万人の日系人が在住しているが、近年、現地の日系人社会の大宗を占める世代は二世

から三世、四世へと移り変わり、世代交代が進む中、日系人としてのアイデンティティが薄れることによ

る日本との交流の希薄化も懸念されている。一方、若い世代の日系人からは、日本の先進的農林水産業や

食産業への関心も寄せられているところ。 
（２）中南米地域はブラジルをはじめ世界の食料市場への一大供給地であり、日本にとっても食料安全保障

上、重要な国であることから、引き続き良好な関係を維持・強化する必要がある。 
（３）また、我が国の「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」では、2030 年までに５兆円という輸出額目

標を設定しているところ、中南米地域は日本食への関心や認知度が高く、潜在的に日本食、日本食材への

需要があることから、日系人等との連携等により我が国農林水産物・食品の輸出拡大に向けた取組を行う

必要がある。 
（４）このため、本事業は、我が国の食料安全保障の確保及び農林水産物・食品の輸出促進の観点から、日本

との間で移住協定が締結されたブラジル、アルゼンチン、パラグアイ及びボリビア並びにペルー、コロン

ビア、メキシコ、ドミニカ共和国、ウルグアイなどの中南米各国で農業・食産業に携わる日系人及びその

関連組織並びにその関係者・関係機関等（以下「日系農業者等」という。）と我が国の連携・交流を推進・

強化することを目的とする。併せて我が国の農林水産業・食産業分野の技術・ノウハウを活用した中南米

におけるフードバリューチェーンの構築を通じ、我が国食産業の中南米への展開を推進し、海外需要の獲

得を目指すものとする。 
（５）具体的には以下に掲げる取組を行い、農業・食産業分野での日本企業の中南米におけるビジネス創出や

日系農業者等との連携交流の強化、日本の農林水産物・食品の輸出促進を図ることとする。 
① 日系農業者等との連携強化 
② 現地の若手リーダー育成や先端技術による生産性向上の支援 
③ 中南米への戦略的ビジネス環境整備 

 
(3) 事業履行期間 

令和 5 年 6 月 21 日から令和 6 年 3 月 22 日まで 
 
(4) 事業内容 

(1) 事業推進委員会の開催 
(2) 日系農業者等連携強化会議の開催 
(3) 訪日農業技術研修、ウェビナーの開催及び専門家派遣 
(4) 日本企業と日系農業者等とのビジネスマッチング 
(5) 中南米現地におけるビジネスセミナーの開催 
(6) 官民合同の二国間会議の開催 
(7) 日系農業者等に関するデータベースの構築 
(8) 中南米への食産業展開・輸出促進セミナー（GFVC 中南米部会）の開催 
(9) 必要な調査等 
(10) 情報発信等 
(11) 会議等の記録・報告 

 
(5) 事業担当部局 

農林水産省 輸出・国際局 新興地域グループ 
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(6) 事業実施体制 

 事業実施においては、中央開発株式会社グローバルセンターが事業全体の本部事務局となり、事業

実施の責任部局として、農林水産省 輸出・国際局 新興地域グループとの調整を行った。中南米側で

はブラジル・サンパウロにある中央開発ブラジル事務所に、ブラジルを中心とした中南米における会

議・研修等の調整・運営業務を再委託し、中南米各国との連絡・調整を行い、円滑な運営に取り組ん

だ。業務従事者は日本語およびポルトガル語もしくはスペイン語で意思疎通のできるスタッフを中心

に配置した。 
 また、事業推進委員会から事業運営の上での助言をもらうと共に、国内の中南米関連組織・公的機

関との連携を図り、事業周知やセミナー・産学官交流会開催の際に協力を得た。中南米側では日系農

業者の実情・要望に沿った事業運営とするため、中南米農協や過年度事業の研修生を中心としたグル

ープである J-AGRO の代表メンバーから各国の意見聴取を行いながら事業を実施した。さらに、中南

米の在外公館や商工会議所、JICA・JETRO 等の中南米拠点とも連携をしながら事業運営を行った。 

 
  

農林水産省 
輸出・国際局 新興地域グループ 

中南米関連組織（ラテンアメリカ

協会、ブラジル中央協会等） 
JICA、JETRO、中小機構、 
経産局、農政局、 
地方自治体、企業支援機関 

中央開発株式会社【事務局】 
業務管理責任者：松尾有紀 

企画運営：余川達郎 
国内業務：関田宏一、山口達朗、小林大祐 

支援：道順勲、山内豊、向中野勇一 
小宮美保（経理）、王寺秀介（情報管理） 

中央開発ブラジル事務所【中南米事務局】 
CKC Consultoria de Engenharia Ltda.（再委託） 

中南米業務責任者：伊野真一 
中南米業務：大森麗裕、松酒ダビ 

支援：高井まゆみ、安斉さちこ（経理） 

事業推進委員会 

* J-AGRO：過年度の本事業訪日研修参加者を 
中心として情報交換等を目的に作られたグループ 

在外公館、商工会議所、 
JICA・JETRO 中南米拠点 

中南米農協等、J-AGRO* 
中南米企業（農業・食品） 
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(7) 事業実施スケジュール 

本年度事業を以下のスケジュールで実施した。 
項目＼月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

(1)事業推進委員会の開催 
 

  
 

    
 

 

(2)日系農業者等連携強化会議

の開催 

          

(3)訪日農業技術研修、ウェビ

ナーの開催及び専門家派遣 

   
      

 

(4)日本企業と日系農業者等と

のビジネスマッチング 

          

(5)中南米現地におけるビジネ

スセミナーの開催 

          

(6)官民合同の二国間会議の開

催 

          

(7)日系農業者等に関するデー

タベースの構築 

          

(8)中南米への食産業展開・輸

出促進セミナーの開催 

          

(9)必要な調査等           

(10)情報発信等           

(11)会議等の記録・報告           

 
  

実績調査 

募集 
選考 

 

専門家研修 

日系農業者訪日技術研修 

ウェビナー 

派遣
準備 

 

日・中南米産学官交流 

募集 

広報物制作 オンラインセミナー 
シリーズ（独自提案） 

総括 方向性検討 

内容説明 成果報告 

報告書作成 

土壌 ブランディング 

募集 
選考 

派遣
準備 

日本企業募集 

派遣
準備 

研修動画投
稿 
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【２】事業実績 
 

令和 5 年度 中南米日系農業者等との連携強化・ビジネス創出委託事業 

  

事業実績一覧 

  

実施項目 場所 参加者 期間 

(1) 事業推進委員会の開催 

第 1 回 東京 14 名 令和 5 年 7 月 24 日 

第 2 回 東京 13 名 令和 6 年 2 月 29 日 

(2) 日系農業者等連携強化会議の開催 

第 1 回 オンライン 123 名 令和 5 年 8 月 1 日 

第 2 回 アスンシオン・
オンライン 

98 名 令和 6 年 2 月 2 日 

(3) 訪日農業技術研修、ウェビナーの開催及び専門家派遣 

①日系農業者訪日技術研修（日本への招へい） 

土壌コース 日本 6 名 令和 5 年 9 月 30 日～10 月 20日 

ブランディングコース 日本 6 名 令和 5 年 10月 21 日～11 月 10 日 

②日系農業者等ウェビナー（オンライン） 

ヤマカワプログラム オンライン 63 名 令和 5 年 8 月 14 日 

土壌コース報告会 オンライン 37 名 令和 5 年 10月 18 日 

ブランディングコース報告会 オンライン 39 名 令和 5 年 11月 8 日 

③農業・食産業分野に係る専門家派遣による研修
（中南米現地） 

コロンビア 
ブラジル 

パラグアイ 

288 名 令和 6 年 1 月 19 日～2 月 7 日 

(4) 日本企業と日系農業者等とのビジネスマッチング 

①農林水産業・食産業分野における日・中南米産
学官交流のための招へい事業 

日本 10 名 令和 5 年 11月 10 日～11 月 25 日 

②ビジネス交流の実績調査  3 社 令和 5 年 6 月～令和 6 年 3 月 

(5) 中南米現地におけるビジネスセミナーの開催 サンパウロ 47 名 令和 6 年 1 月 31 日 

(6) 官民合同の二国間会議の開催 日本 ブラジル 令和 6 年 1 月 25 日 

(7) 日系農業者等に関するデータベースの構築 ― 45 団体 令和 5 年 6 月～令和 6 年 3 月 

(8) 中南米への食産業展開・輸出促進セミナー（GFVC 
中南米部会）の開催 

日本 79 名 令和 6 年 3 月 19 日 

(9) 必要な調査等 ― ― ― 

(10) 情報発信等 ― ― 令和 5 年 6 月～令和 6 年 3 月 

(11) 会議等の記録・報告 ― ― 令和 5 年 6 月～令和 6 年 3 月 
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主な成果と課題 
 

■訪日事業に合計 22名が参加  
 日系農業者訪日技術研修「土壌コース」6名、「ブランディングコース」6名 

 日・中南米産学官交流「アグリ・フードビジネス」10名 

 農業・食産業分野で日本と中南米の連携強化 

    
 

 

■連携強化会議をパラグアイで開催 
 日系農業者等連携強化会議をブラジル以外での初の開催 

 対面式とオンライン方式を組み合わせたハイブリッド形式（合計 98名が参加） 

 日系農業者同士の交流を促進 

       
 
 

■微生物による土壌環境の改善 

 令和 3年度から継続してヤマカワプログラムの土壌環境改善を研修事業で扱い普及に貢献 

 日系農業者訪日技術研修「土壌コース」と、専門家派遣によるフォローアップ指導 

 土壌改良の目に見える効果により、中南米各地の日系農業者の間でヤマカワプログラムの実践者増加 

  
  

ヤマカワプログラム 
未実施     実施 
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■ペルー産冷凍マンゴー輸出で成約 
 産学官交流に参加したペルー事業者が日本の商社から冷凍マンゴーの正式な発注（アボカドも商談中） 

 その他、産学官交流参加者が商談継続中（ブラジル x植物工場企業、ブラジル x蕎麦輸入商社） 

 メキシコの機能性食品輸入は、発注した有機緑茶や有機紅茶をメキシコで受領し、事業を拡大予定 

     
 
 

■産学官交流会を開催し、日本企業と交流 
 産学官交流会 in福岡と産学官交流会 in東京を計 2回開催 

 産学官交流参加者が、中南米に関心を有する日本企業 37社と交流 

  
 
 

■日本の農林水産物・食品の輸出促進 
 パラグアイビジネスセミナー（農業・食産業）とブラジル日本食セミナーをオンライン開催 

 日本企業 3社が中南米現地におけるビジネスセミナーに参加 

 GFVC推進官民協議会中南米部会に 79名が参加 
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■本事業の連携強化による日系農業者等の独自の動き 
 ヤマカワプログラムへの注目が高まり 2023 年 8 月に独自のスタディーツアー開催（費用は参加者負担） 

 パラグアイ日系農協が 2024年 2月にブラジル・ピラールドスルの APPC農協を訪問し技術交流 

 ボリビアのコロニアオキナワ農協の青年部が 2024年 2月にコロンビアの日系農業者を訪問し技術交流 

   
 

 

■今後の課題 
 対面式（会議・研修）は参加人数が限られるため、オンライン会議・SNSを活用した情報共有・発信

によって、事業効果を一層拡大する必要がある 

 単発に終わらず一貫したテーマ設定で事業の各取組を行うことが重要であるため、事業内の各取組を

連携・継続させて事業成果の拡大を図ることが望ましい 

 より多くの日本企業・中南米事業者に本事業によるビジネスマッチングを案内し、ビジネスマッチン

グの精度をさらに高めることが必要 

 早い段階で実施計画を立てることで、準備期間を長く確保すると共に、中南米での交流事業への自主

的な参加者を増やすことができる可能性がある 

 

  


